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ガイアホールディングス株式会社  

（コード番号：3727 東証マザーズ） 

スマートフォン用ゲームコントローラー国内発売決定、ゲーム開発キットを無償提供 

 

ガイアホールディングス株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役：鈴木智也、以下 「ガイアホールディン

グス」）のグループ会社である Zeemote Technology Inc.は、スマートフォン用ワイヤレスゲームコントローラー 

Zeemote™ JS1 H が株式会社バッファローコクヨサプライによる国内販売が発表されたのに合わせ、ゲームなどの

アプリケーション開発者向けに最新版の OS Android™ 3.2 に対応したソフトウェア開発キット（SDK）の無償提供を

正式に発表しました。 

 

利用者が急増しているタブレット端末では、画面の大型化に伴い、卓上に置いて使うユーザーが増えており、

画面を触っての操作が難しくなってきています。また、プレゼンテーションなどでの利用でも、画面を触ることによ

り指紋等で画面が汚れ、見せている相手に不快感を与える懸念が持たれています。 

 

今回無償で提供されるソフトウェア開発キットを用いることにより、画面を触ることなくスマートフォン上で動作す

るゲームやプレゼンテーション等のアプリケーションを作ることが可能となるため、従来のタッチパネルしか対応し

ていないアプリケーションと比べ格段に操作性を上げることが出来るだけでなく、数ある類似のアプリケーションと

の差別化により、ユーザーへの訴求効果を上げることが出来ます。 

 

Zeemote Technology Inc.では、既に海外では 20 万人のユーザーを獲得し、対応アプリが急速に増えているワ

イヤレスコントローラーの需要に対応するため、JS1 H と互換性のある周辺機器を開発するための回路設計情報

やファームウェアのライセンス提供も始めており、今後期待されているスマートフォン用の周辺機器の市場拡大に

積極的に努めてまいります。 

 

ガイアホールディングスでは、今後スマートフォン向け周辺機器の市場が急速に拡大すると見ており、既にス

マートフォン向けにソフトウェア技術をライセンスしている韓国や北米の携帯電話メーカーに加え、大手周辺機器

メーカーに対しても収益性の高い競争力のある最先端の技術をライセンスし、ソフトウェア基盤技術事業の新た

な成長分野として伸ばしていきます。 

 

■Zeemote JS1 H について 

片手に収まるサイズのボディに、アナログジョイスティックと４つのボタンをそなえた、Bluetooth 接続のワイヤレ

スゲームコントローラーです。高画質のゲームをはじめとする大画面ならではのコンテンツを、片手でワイヤレス

操作できる抜群の操作性が注目を集めており、昨日の NTT ドコモの新商品発表会でも紹介されました。 

 

■Zeemote SDK について 

Zeemote SDK は、Zeemote JS1 H に対応したゲームを、簡単に開発するためのソフトウェア開発キットです。 

詳しくは下記のホームページを参照して下さい。 

Zeemote Technology Inc. Japan サイト：http://www.zeemote.com/jp/ 
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■ ガイアホールディングス株式会社について 

ガイアホールディングスは、全世界の地域毎の特性を捉えた多様なグローバルビジネスを展開するため、  

グループ一体となった経営体制で企業価値の向上を図ることを目的として誕生しました。グループ企業には、

株式会社アプリックス、株式会社ジー・モード、株式会社アニメインターナショナルカンパニー、iaSolution Inc.

などがあり、各社が提供するゲームやアニメーション等のコンテンツ・サービスと、それらのコンテンツ・    

サービスを快適にご利用いただくための技術、品質、先進的基盤を提供すること、それがガイアグループの 

目指すものです。 

コーポレートサイト：http://www.gaia-hd.com/ 

 

■ 本件に関するお問い合わせ先 

ガイアホールディングス株式会社 IR 担当 

Tel：03-5286-8436 

 

*ZEEMOTE™は日本、米国およびその他の国における Zeemote Technology Inc.の登録商標または商標です。 

*Android is a trademarks of Google Inc. Use of this trademark is subject to Google Permissions. 

 


